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2 力のつりあい 

A 力の合成・分解 

１ 力の合成 １つの物体に複数の力が同時にはたら

くとき，これらの力の組を１つの力で表すことができ

る。これを〔 力の合成 〕といい，この力を 

〔 合力 〕という。 

 2力𝐹1
→ 
，𝐹2
→ 
の合力𝐹

→
は，次のように表される。 

   𝐹
→
＝〔 𝐹1

→ 
＋𝐹2
→ 
 〕 

 

 

2 力の分解 1つの力を，それと同じはたらきをするい

くつかの力の組に分けることを，〔 力の分解 〕とい

い，分けられた力を〔 分力 〕という。 

 

 

 

 

3 力の成分 図のように，力𝐹
→
を，互いに垂直な座標軸

〔 x 〕軸，〔 y 〕軸と平行な方向に分解し，分力を

それぞれ𝐹𝑥
→ 
，𝐹𝑦
→ 
とする。このとき，座標軸の正の向きを

正として𝐹𝑥
→ 
，𝐹𝑦
→ 
の大きさに向きを表す正・負の符号をつ

けた値Fx，Fyを〔 y成分 〕という。 

 𝐹
→
（大きさF）が x軸の正の向きとなす角を θとするとき，F，Fx，Fyには次の関係が成りた

つ（cosθ，sinθは三角関数）。 

   Fx＝〔 Fcosθ 〕，Fy＝〔 Fsinθ 〕 
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B 力のつりあい 

1つの物体にはたらく力の合力が〔 0
→
 〕であるときには，これらの力は 

〔 つりあっている 〕という。 

 

1 2力のつりあい 𝐹1
→ 
と𝐹2
→ 
がはたらき，つりあっているとき，2力の

合力は0
→
だから， 

   〔 𝐹1
→ 
+ 𝐹2
→ 
 〕＝0

→
 

 

 

 

2 3力のつりあい 𝐹1
→ 
，𝐹2
→ 
，𝐹3
→ 
の3力がはたらき，つりあ

っているとき，𝐹2
→ 
と𝐹3
→ 
の合力を𝐹

→
とすると 

   𝐹
→
＋𝐹1
→ 
＝〔 0

→
 〕 

 力を水平方向の成分と鉛直方向の成分とに分解して，力

のつりあいの式を考えると 

   水平方向〔 F1x＋F2x＋F3x＝0（ただしF1x＝0） 〕 

   鉛直方向〔 F1y＋F2y＋F3y＝0 〕 

と表される。 

 

 

 

 

  

→ 
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◆学んだ単元について問題を解いてみよう 

 

問28 ①～③について，合力を図にかきこめ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29 ①～③について，力𝐹
→
を破線の2方向に分解し，分力をかきこめ。 
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問31 図の力𝐹
→
（大きさ6.0 N）の x成分，y成分をそれぞれ求めよ。 

 

 

 

x成分：6.0×cos30°＝6.0×
√3

2
 ≒ 5.2 N 

y成分：6.0×sin30°＝6.0×
1

2
 ≒ 3.0 N 

 

 

問 𝐹1
→ 
，𝐹2
→ 
の 2 力がつりあっているとき，力のつりあいの式は〔 𝐹1

→ 
+ 𝐹2
→ 
= 0⃗  〕と表され

る。𝐹1
→ 
の大きさが 10 Nのとき，𝐹2

→ 
の大きさは〔 10 〕Nで，𝐹2

→ 
の向きは𝐹1

→ 
の向きと 

〔 逆向き 〕である。 

 

 

 

 

 

 

問 𝐹1
→ 
，𝐹2
→ 
，𝐹3
→ 

 の3力がつりあっているとき，力のつりあいの式は〔 𝐹1
→ 
+ 𝐹2
→ 
+ 𝐹3
→ 
= 0⃗  〕

と表される。𝐹2
→ 
と𝐹3
→ 
の合力の大きさが 20 Nのとき，𝐹2

→ 
の大きさは〔 20 〕Nで，𝐹2

→ 
と

𝐹3
→ 
の合力の向きは𝐹1

→ 
の向きと〔 逆向き 〕である。 


